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平
成
二
三
年
七
月
二
七
日
か
ら
三
〇
日
に
か
け
て
前
線
が

朝
鮮
半
島
か
ら
北
陸
地
方
を
通
っ
て
、関
東
の
東
に
停
滞
し
、

前
線
に
向
か
っ
て
非
常
に
湿
っ
た
空
気
が
流
れ
込
ん
だ
。
こ

の
た
め
、
大
気
の
状
態
が
不
安
定
と
な
り
、
新
潟
・
福
島
豪

雨
災
害
が
発
生
し
た
。
こ
の
洪
水
流
量
は
、
阿
賀
野
川
や
牧

川
の
流
下
能
力
を
大
き
く
上
回
り
、
川
沿
い
の
家
屋
に
大
き

な
浸
水
被
害
を
与
え
た
。

　

五
泉
管
内
で
特
に
被
害
が
甚
大
で
あ
っ
た
阿
賀
野
川
佐
取

地
内
と
牧
川
（
中
野
橋
～
牧
）
が
、
災
害
復
旧
等
関
連
緊
急

事
業
及
び
災
害
復
旧
事
業
の
対
象
と
さ
れ
、
こ
の
度
、
両
事

業
と
も
に
五
年
を
も
っ
て
完
成
し
た
。

　

阿
賀
野
川
の
復
旧
工
事
は
、
五
泉
市
佐
取
地
区
内

の
阿
賀
野
川
左
岸
、
延
長
一
、〇
四
四
ｍ
で
事
業
費
約

一
五
億
九
千
万
円
を
投
じ
、掘
削
、築
堤
、護
岸
工
事
を
行
っ

た
。
特
に
咲
花
温
泉
旅
館
街
に
特
殊
堤
擁
壁
を
建
設
す
る
こ

と
か
ら
川
沿
い
の
温
泉
旅
館
前
を
河
床
等
と
し
て
整
備
し
、

賑
わ
い
の
あ
る
河
川
空
間
と
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

こ
の
水
辺
と
親
し
む
工
法
は
全
国
的
に
例
の
な
い
あ
ら
た
な

先
進
事
例
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
咲

花
温
泉
の
活
性
化
と
発
展
を
望
む
。
こ
れ
ま
で
の
温
泉
組
合

並
び
に
関
係
者
の
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

牧
川
の
復
旧
工
事
は
、
中
野
橋
～
牧
集
落
ま
で
の
延
長

二
、六
三
一
ｍ
で 

事
業
費
約
二
五
億
九
五
万
円
を
投
じ
、
掘

削
工
、
護
岸
工
、
橋
梁
工
八
橋
、
樋
管
工
五
基
等
の
工
事
を

行
っ
た
。
い
ず
れ
も
平
成
二
三
年
度
か
ら
平
成
二
七
年
度
ま

で
の
五
ヶ
年
で
下
の
写
真
の
よ
う
に
竣
工
に
至
っ
た
。
こ
れ

ら
の
工
事
関
係
者
は
も
と
よ
り
地
権
者
は
じ
め
地
域
の
皆
様

か
ら
ご
協
力
を
頂
い
た
こ
と
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。 新

潟
・
福
島
豪
雨
災
害
か
ら
復
旧 平成28年5月15日発行　第014号

県
政
だ
よ
り

完成　平成23年新潟・福島豪雨災害復旧事業
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新農業戦略対策特別委員会

■
農
業
問
題
に
つ
い
て　

Ｑ
平
成
三
〇
年
度
か
ら
の
米
の
生
産
数
量
目
標
制
度
の
廃
止
に

向
け
た
課
題
と
対
応
に
つ
い
て
。

Ａ
自
ら
主
食
用
米
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
る
よ
う
、
非
主
食

用
米
の
十
分
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
確
保
が
課
題
と
考
え

る
。
県
は
需
給
バ
ラ
ン
ス
を
均
衡
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
非

主
食
用
米
の
有
利
性
が
確
保
さ
れ
、
農
業
者
が
安
心
し
て
経

営
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
制
度
の
恒
久
化
と
安
定
し
た
財
源

確
保
を
国
に
働
き
掛
け
て
ゆ
く
。　

Ｑ
農
業
基
盤
強
化
に
向
け
た
規
模
拡
大
の
課
題
と
対
応
に
つ
い

て
。　
　
　

Ａ
受
け
て
農
家
は
、
所
有
す
る
機
械
・
施
設
の
能
力
を
超
え
る

急
激
な
規
模
拡
大
に
対
応
し
き
れ
な
い
こ
と
や
、
集
積
が
進

ま
な
い
こ
と
が
課
題
。

県
は
規
模
拡
大
に
必
要
な
機
械
等
の
導
入
を
新
た
に
支
援

し
、
中
山
間
地
域
は
、
集
落
営
農
や
企
業
の
農
業
参
入
な
ど

多
様
な
担
い
手
の
確
保
を
推
進
。

Ｑ
農
林
水
産
物
の
輸
出
に
つ
い
て
、
海
外
の
需
要
動
向
を
ど
う

捉
え
取
組
む
の
か
。　
　
　
　
　
　

Ａ
県
産
米
は
海
外
の
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
の
増
加
や
、
訪
日
外

国
人
客
の
増
加
等
、
本
物
の
和
食
へ
の
理
解
が
進
む
こ
と
で

海
外
で
の
日
本
産
米
の
需
要
は
拡
大
し
て
い
く
。
全
国
の
輸

出
用
米
の
う
ち
本
県
シ
ェ
ア
は
約
四
〇
％
な
の
で
県
産
米
の

需
要
拡
大
の
好
機
と
と
ら
え
る
。
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
等

で
の
業
務
用
需
要
へ
の
販
路
拡
大
と
、
ア
メ
リ
カ
、
Ｅ
Ｕ
な

ど
新
規
市
場
で
の
市
場
調
査
、
情
報
発
信
に
取
組
む
。

■
林
業
振
興
に
つ
い
て

Ｑ
ブ
ラ
ン
ド
認
証
材
の
品
質
確
保
の
取
組
に
つ
い
て
。

Ａ
製
品
の
乾
燥
技
術
が
重
要
な
の
で
木
材
乾
燥
士
の
資
格
取
得

を
推
進
。
木
材
乾
燥
施
設
や
品
質
を
自
動
計
測
す
る
設
備
等

に
支
援
し
て
い
く
。

Ｑ
住
宅
で
の
県
産
材
利
用
拡
大
の
課
題
と
取
組
に
つ
い
て
。

Ａ
県
産
材
の
価
格
競
争
力
強
化
が
課
題
。
工
場
の
規
模
拡
大
や

複
数
の
工
場
連
携
で
効
率
的
な
生
産
体
制
を
構
築
し
、
生
産

コ
ス
ト
の
低
減
に
支
援
し
て
い
く
。

Ｑ
Ｃ
Ｌ
Ｔ(

直
交
集
成
板)

生
産
体
制
の
確
立
の
た
め
の
課
題
と

対
応
に
つ
い
て
。

Ａ
国
で
工
法
等
の
一
般
化
に
向
け
た
基
準
強
度
や
設
計
法
に
つ

い
て
基
準
を
定
め
る
予
定
。
県
内
で
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
活
用
を
進

め
る
た
め
、
技
術
講
習
会
の
開
催
等
、
建
築
関
係
者
等
へ
の

情
報
提
供
と
製
造
施
設
整
備
の
支
援
を
検
討
。

  ■
医
療
問
題
に
つ
い
て

Ｑ
県
内
で
の
医
療
の
地
域
偏
在
の
解
消
に
向
け
た
こ
れ
ま
で
の

取
組
と
課
題
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
。

Ａ
県
内
の
医
師
数
を
増
や
し
、
地
域
の
限
ら
れ
た
医
療
資
源
を

有
効
活
用
す
る
た
め
、
地
域
の
病
院
が
機
能
を
分
担
し
、
役

割
を
果
た
す
た
め
に
医
療
関
係
者
や
住
民
を
含
め
、
地
域
の

合
意
形
成
が
重
要
。
県
は
魚
沼
や
県
央
医
療
圏
で
医
療
再
編

に
取
組
ん
で
い
る
。
今
後
も
医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
努
め

医
師
に
と
っ
て
魅
力
の
あ
る
病
院
づ
く
り
と
医
師
確
保
対
策

に
取
組
む
。

Ｑ
新
潟
医
療
圏
内
で
五
泉
市
・
阿
賀
町
・
阿
賀
野
市
の
医
師
や

看
護
職
員
等
の
数
が
少
な
く
偏
在
し
、
医
療
提
供
体
制
の
地

域
格
差
が
あ
る
。
県
立
病
院
の
な
い
地
域
の
格
差
解
消
の
た

め
に
、
現
状
の
支
援
制
度
の
他
に
解
消
策
が
な
い
か
。

Ａ
大
規
模
病
院
が
新
潟
市
中
心
部
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
で
地

域
偏
在
が
生
じ
て
い
る
。
県
立
病
院
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、

安
心
し
て
生
活
で
き
る
医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
努
め
る
。

現
在
策
定
中
の
地
域
医
療
構
想
の
考
え
に
沿
い
、
病
床
の
機

能
分
化
や
連
携
に
取
組
む
医
療
機
関
に
は
、
地
域
医
療
介
護

総
合
確
保
基
金
等
を
活
用
し
支
援
し
て
い
く
。

■
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
に
つ
い
て

Ｑ
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
拡
大
に
は
、
外
国
人
観
光
客
の
ニ
ー

ズ
把
握
、
情
報
発
信
、
受
入
体
制
整
備
の
強
化
、
新
潟
な
ら

で
は
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
発
掘
等
、
環
境
整
備
が
重
要
だ
。
今

後
の
取
組
は
。

Ａ
指
摘
の
と
お
り
、
ニ
ー
ズ
の
把
握
、
情
報
発
信
、
受
入
体
制

整
備
の
強
化
と
、
本
県
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
観
光
資
源
の
発

掘
に
努
め
る
。日
本
海
側
と
太
平
洋
側
を
つ
な
ぐ「
縦
の
ゴ
ー

ル
デ
ン
ル
ー
ト
」の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、旅
行
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
や
メ
デ
ィ
ア
の
招
へ
い
に
よ
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

活
動
を
進
め
る
。
ま
た
、
多
言
語
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
サ
ー
ビ

ス
の
導
入
等
に
よ
る
受
入
れ
体
制
の
充
実
や
、
海
外
で
人
気

の
あ
る
旅
行
情
報
サ
イ
ト
を
活
用
し
た
発
信
を
す
る
。
加
え

て
、
国
に
よ
る
嗜
好
・
習
慣
の
違
い
も
踏
ま
え
、
着
地
型
の

観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り
の
支
援
な
ど
、
誘
客
の
取
組
を
進

め
る
。

現
在
、
国
、
県
、
市
町
村
が
行
政
あ
げ
て
婚
活
応
援
を
支
援

し
て
い
る
。人
口
減
少
問
題
で
社
会
減
を
解
決
し
た
と
し
て
も
、

自
然
減
が
解
決
し
な
け
れ
ば
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら

な
い
。
社
会
減
対
策
は
、
進
学
や
就
職
に
よ
る
転
出
を
抑
制
す

る
こ
と
が
カ
ギ
、
自
然
減
対
策
は
何
と
い
っ
て
も
結
婚
促
進
と

出
生
率
の
向
上
だ
。

様
々
な
婚
活
パ
ー
テ
ィ
や
出
会
い
の
場
の
企
画
を
最
近
耳
に

す
る
が
、
カ
ッ
プ
ル
か
ら
結
婚
に
い
た
る
率
は
ま
だ
ま
だ
。
そ

こ
で
求
め
ら
れ
る
の
は
、や
は
り
仲
介
人
の
存
在
だ
。
市
で
は
、

何
人
か
の
世
話
人
を
お
願
い
し
、
結
婚
ま
で
の
世
話
や
き
作
業

を
お
願
い
し
て
い
る
。

中
に
は
、
何
組
も
の
男
女
を
結
婚
ま
で
導
い
て
い
る
世
話
人

も
い
る
。
出
会
い
を
成
就
さ
せ
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
世
話
人
が
誠

意
を
も
っ
て
男
女
の
信
頼
関
係
を
得
る
と
こ
ろ
に
あ
り
そ
う

だ
。
世
話
人
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
対
象

者
は
心
を
開
き
や
す
く
な
る
。

今
後
は
こ
の
世
話
や
き
の
制
度
を
信
頼
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
と

し
て
活
性
化
さ
せ
て
い
っ
て
は
ど
う
か
。
委
嘱
さ
れ
た
世
話
人

の
皆
さ
ん
の
活
動
を
支
え
る
た
め
に
、
準
世
話
人
制
度
を
整
え

る
。
準
世
話
人
制
度
は
、
独
身
の
男
女
の
結
婚
を
憂
慮
す
る
近

親
者
や
友
人
、
知
人
等
が
準
世
話
人
と
な
り
シ
ス
テ
ム
の
機
能

性
を
高
め
て
い
く
。
世
話
人
と
共
に
対
象
者
の
情
報
を
市
役
所

に
提
供
し
て
も
ら
う
。市
は
そ
れ
ら
の
情
報
を
適
正
に
管
理
し
、

世
話
人
か
ら
活
用
し
て
も
ら
う
。
ま
た
、
マ
ッ
チ
ン
グ
で
き
そ

う
な
情
報
を
つ
な
げ
る
場
合
は
、
準
世
話
人
を
通
し
て
世
話
人

が
対
応
す
る
。
情
報
管
理
の
徹
底
と
結
婚
の
実
績
が
評
判
に
な

れ
ば
、
市
民
側
か
ら
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　

昔
の
社
会
環
境
と
は
異
な
る
こ
と
か
ら
、
成
果
を
上
げ
る
こ

と
は
容
易
く
は
な
い
が
、現
代
な
ら
で
は
の
仕
組
み
を
確
立
し
、

世
話
人
の
誠
意
と
努
力
が
実
り
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
が

重
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

今
月
一
六
日
か
ら
一
八
日
ま
で
、
新
潟
県
新
農
業
戦
略
対
策

特
別
委
員
会
の
県
外
行
政
視
察
。
視
察
先
は
北
海
道

苫
小
牧
市

①
株
式
会
社
Ｊ
フ
ァ
ー
ム

ト
リ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム（
二
酸
化
炭
素
の
有

効
活
用
）を
導
入
し
た
最
先
端
施
設
園
芸
モ
デ
ル

苫
小
牧
市

②
苫
小
牧
漁
業
協
同
組
合

苫
小
牧
産
ほ
っ
き
貝
の
ブ
ラ
ン
ド
管
理
に
つ
い
て
。施
設

視
察

千
歳
市

③
株
式
会
社
箱
根
牧
場

食
の
安
全
・
安
心
を
目
指
し
た
こ
だ
わ
り
の
酪
農
営
農
に

つ
い
て
。施
設
視
察

札
幌
市

④
北
海
道
議
会

Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
応
に
係
る
農
林
水
産
業
の
現
状
と
方
針
に
つ

い
て

北
広
島
市

⑤
ホ
ク
レ
ン
農
業
協
同
組
合
連
合
会

　

く
る
る
の
杜

消
費
者
と
生
産
者
を
結
ぶ「
食
と
農
の
ふ
れ
あ
い
広
場
」

の
実
現
に
つ
い
て

二
月
の
私
の
一
般
質
問
抜
粋

婚
活
応
援
を
シ
ス
テ
ム
化

五
月
一
六
日
か
ら
の
視
察
内
容

世話やきネットワークの
システム化

情報の一元化
世話人と準世話人の連携

市
民

市
民

結
婚
希
望
の
男
性

結
婚
希
望
の
女
性

準
世
話
人

五
泉
市
世
話
人

五
泉
市

結
婚
希
望
者
・

準
世
話
人
情
報

準
世
話
人

イメージ

あらたに竣工した五泉市村松支所の建築には
多くの木材利用により補助金を活用している。

木材使用量　　　　　　663 ㎡
内新潟県産　　　　　　399 ㎡
総 事 業 費　　856,084,680 円

森林整備加速化・林業再生事業補助金
153,127,000 円


